
１．はじめに

　近畿の石庖丁（１）は大半が、二大石材というべき粘板岩系石材、結晶片岩系石材によって製作され

ている。そのなかで摂津地域においては、二大石材が産出しないながらもこれらの石材で製作された

石庖丁が多く出土している（酒井1974）。一方で地元産の白色系石材を用いた石庖丁も出土しており、

石庖丁の生産と流通を検討するうえで重要な地域といえる（２）。そこで、摂津地域を中心に石庖丁の

生産と流通について、これまでの先行研究を整理したうえで若干の考察を加えたい。ただし、厳密に

旧摂津国の遺跡だけを取り上げるのではなく、隣接する地域の遺跡についても検討資料としている。

　なお、本稿では仲原 2002 で示したように、石庖丁からみえてくる時期区分として、受容期（縄文

時代晩期～弥生時代前期中段階）・定着期（弥生時代前期新段階～中期前葉）・盛行期（弥生時代中期

中葉～後葉）・衰退期（弥生時代後期）と区分して（３）、それぞれの概要を記していきたい。

２．受容期の状況

　近畿における受容期の石庖丁は、その総数は非常に少ない。近畿でも最古級の環濠集落である大開

遺跡（神戸市兵庫区）では石庖丁は出土しておらず、元々所有していなかった、もしくは非常に少数

しか所有していなかったと推察される。一方で、口酒井遺跡（伊丹市）では突帯文土器と共伴して縄

文時代晩期の可能性が指摘される石庖丁が２点出土している（結晶片岩製・粘板岩製）。このうち結

晶片岩製のものは弥生時代中期以降に近畿で盛行する直線刃半月形であることから、中期以降の所産

であるとの意見もある。しかし、幅広の直線刃半月形で、背部に近い箇所に紐孔があり、厚さが薄く

丁寧な作りで、弥生時代前期古段階とされる讃良郡条里遺跡（四條畷市・寝屋川市）の粘板岩製石

庖丁との形態的共通性がうかがえることから、受容期の石庖丁として捉えられる（４）。上沢遺跡（神

戸市長田区）では縄文時代晩期から弥生時代前期の土器を含む遺物包含層から石庖丁が出土してお

り（５）、受容期の可能性がある。摂津地域以外にも大阪湾岸沿いに当該期の石庖丁が点々と出土して

いる。播磨地域東部の新方遺跡（神戸市西区）では結晶片岩製の石庖丁が出土している。河内地域の

讃良郡条里遺跡では近畿の最古

級（前期古段階）の石庖丁が出

土しているが、流紋岩製・結晶

片岩製・粘板岩製が確認されて

おり、いずれも搬入品と考えら

摂津地域の石庖丁
－ 近畿における石庖丁生産・流通の再検討（Ⅶ） －

仲原　知之
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図１　口酒井遺跡出土石庖丁



れる。特に粘板岩製石庖丁は、厚みが２mm と非常に薄く丁寧に作られたもので、口酒井遺跡の結晶

片岩製石庖丁との形態に近い。同じく河内地域の池内遺跡（松原市）では前期中段階とみられる石庖

丁が出土し、石材は泥質片岩・凝灰岩・頁岩とされている。この他、河内地域の若江北遺跡（東大阪市）

では流紋岩製、志紀遺跡（八尾市）では白色系石材製、雁屋遺跡（四條畷市）では流紋岩製・黒色片

岩製（６）、田井中遺跡（八尾市）では流紋岩製、木の本遺跡（八尾市）では流紋岩製の石庖丁が出土

している。これらの石庖丁については、石材産出地近郊の遺跡ではないため搬入品とみられる。また、

様々な石材があることから、これらがどの地域で製作されて持ち込まれたのかが課題となる。

　瀬戸内地域の状況をみてみると、下川津遺跡（香川県坂出市）では弥生時代前期前半の石庖丁が出

土しているが、外湾刃三角形（安山岩製か）、杏仁形（結晶片岩製）、直線刃半月形（結晶片岩製）の

形態が確認できる。龍川五条遺跡（香川県善通寺市）では前期前半の可能性がある安山岩製及び流紋

岩製の製作途中品が出土している。また、前期後半と考えられる結晶片岩製や安山岩製、粘板岩製の

石庖丁が出土しており、そのうち結晶片岩製の製作途中品が１点含まれる。このように瀬戸内地域に

は各石材の石庖丁が出土しており、製作途中品も確認できることから、近畿で出土する当該期の石庖

丁の多くは瀬戸内地域からの搬入と推察される（７）。口酒井遺跡などの結晶片岩製の石庖丁について

も、紀伊地域で当該期の製作が確認されていない以上、瀬戸内地域で製作されたと想定される。

３．定着期の状況

　近畿では本格的に石庖丁の生産が

開始される。近畿の二大石材である

粘板岩系石材、結晶片岩系石材を用

いた石庖丁生産がそれぞれの石材産

出地である山城地域の雲宮遺跡（長

岡京市）や紀伊地域の溝ノ口遺跡

（海南市）などで確認される。二大

石材の非産出地域では地元で産出す

る白色系石材を用いた生産が確認さ

れるようになる。河内地域では亀井

遺跡（八尾市）などで安山岩製、大

和地域では唐古・鍵遺跡（田原本町）

で流紋岩製の製作工程が追える資

料が認められる（塚田 1987、仲原

2002）。摂津地域でも塩田石製の製

作が始まった可能性がある（上田

2011）。近畿では縄文時代の石製品
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図２　定着期の石庖丁石材比率



田石が 90％で、粘板岩系がわずか

に確認される。

　三田盆地より東側の加茂遺跡（川

西市）では粘板岩系が 78％、塩田

石が 13％、結晶片岩系が７％で、

砂岩も１点確認できる。さらに東側

の田能遺跡（尼崎市）や東奈良遺

跡（茨木市）では粘板岩系が 60 ～

70％、結晶片岩系が 20 ～ 30％、

白色系が５～ 10％となり、白色系

には塩田石だけでなく安山岩も含ま

れる。このように粘板岩系石材産出

地に近づくにつれて粘板岩系の比率

が増加し、塩田石を含む白色系の比

率が減少していく。また、一定数の

結晶片岩系が認められるのも特徴的

である。三田盆地より南側から西側

には粘板岩系・結晶片岩系石材を利用していたが、弥生時代前期になって集落近郊に産出する流紋岩

や安山岩などの白色系石材が新たに利用される石材転換があったとされる（村田 1992a・1992b）。

このことは、定着期により多くの石庖丁が必要とされ、自ら石材を獲得して製作しなければいけない

状況があったと推定される（８）。

　近畿で出土する流紋岩製石庖丁には短身で幅広、杏仁形から外湾刃半月形の形態をとる「大和タ

イプ」と、長身で幅広、長方形から杏仁形の形態をとる「大阪湾岸タイプ」の二者があり（仲原

2002）、前者は耳成山周辺が産地と考えられる大和地域に分布の中心があることから大和地域産と考

えられ、後者は大阪湾岸に点々と分布することから、受容期の流紋岩製石庖丁と同様に瀬戸内地域か

ら搬入されたものと推察する（９）。大阪湾岸タイプは、摂津地域では戎町遺跡（神戸市須磨区）や上

ノ島遺跡（尼崎市）で確認できる。定着期の摂津地域には、近畿北部から粘板岩系石材、近畿南部か

ら結晶片岩系石材に加えて、一部は瀬戸内地域から白色系石材が搬入される状況がうかがえる。

４．盛行期の状況

　摂津地域の石庖丁の石材比率を確認すると、定着期同様に粘板岩系と結晶片岩系が一定数認められ

る一方で、塩田石の産出地である三田盆地では白色系石材である塩田石が多く確認されるようになる

（高木 1999）。三輪・餅田遺跡、川除・藤ノ木遺跡（三田市）などでは塩田石製が 80 ～ 100％で、

わずかに粘板岩系が確認され、基本的に結晶片岩系は認められない。塩田遺跡（神戸市帰宅）でも塩

摂津地域の石庖丁　（仲原）
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図３　盛行期の石庖丁石材比率



る。比率が約 50％となるのは、摂津地域南西部の楠・荒田町遺跡や播磨地域南東部の新方遺跡など

で、比率が約 10％程度となるのは、摂津地域東部の加茂遺跡や田能遺跡などで認められる。この他、

塩田石製が出土する遺跡はほぼ摂津地域に限られ、一部は播磨地域東部や丹波地域南部に分布するの

みである。なお、丹波地域の石材の主体は粘板岩系石材である。砂岩製石庖丁は、生産拠点と考えら

れる播磨地域の玉津田中遺跡（神戸市西区）を中心に分布し（鈴木 1999、藤田 2011）、隣接する摂

津地域南西部に一部分布するが、塩田石製ほど分布域は広がっていない状況である（10）。

５．衰退期の状況

　摂津地域では弥生時代後期前半の高地性集落である古曽部・芝谷遺跡（高槻市）から石庖丁の完成

品 12 点、製作途中品３点が出土している。完成品のうち９点が粘板岩系石材、３点が結晶片岩系石

材で、製作途中品は全て粘板岩系石材である。石庖丁には明瞭な使用痕があるとともに、新しく製作

するための製作途中品が存在しており、石庖丁を頻繁に使用している段階といえる。高地性集落から

石庖丁が出土する例は、和泉地域の観音寺山遺跡（和泉市）でも確認されており、この時期以降には

石庖丁が確認できなくなり、近畿における石庖丁の終焉であると考えられる。古曽部・芝谷遺跡では

鉄鏃や鉄斧、ヤリガンナ、刀子などの鉄製品が出土しているが、鉄製の収穫具は出土していない。石

製品から鉄製品への移行期にあたると考えられるが、鉄製品は器種によって出現の時期差があったと

推測され、収穫具は武器・狩猟具や工具に比べて遅れて鉄器化するとみられる。近畿では弥生時代中

期中葉～後期にかけて、二大石材産出地以外の地域で木庖丁（木製穂摘具）が多く出土している（山

崎 2000・2001）。摂津地域でも原田西遺跡（伊丹市）や芝生遺跡（高槻市）、東奈良遺跡（茨木市）

で弥生時代後期以降の木庖丁が出土している。木庖丁の出現期である弥生時代中期中葉～後葉におい

て、播磨地域の玉津田中遺跡や河内地域の鬼虎川遺跡（東大阪市）で石庖丁形の木庖丁が出土してお

の神戸市域の楠・荒田町遺跡や戎町遺

跡、本山遺跡などでは結晶片岩系、粘

板岩系、塩田石、砂岩といった各石材

が一定数認められる状況となってい

る。砂岩や塩田石の方が産出地からの

距離が近いが、粘板岩系や結晶片岩系

がある程度認められるということは、

これらの石材を求めつつもそれらを補

完するように塩田石や砂岩を入手して

いたといえる。

　さらに詳しく塩田石製石庖丁の出土

傾向を概観してみると、石材比率が

80％を超えるのは三田盆地に限られ
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図４　塩田石製・砂岩製石庖丁の分布状況



り、石材が産出しない地域での石庖丁の代用品の可能性が高い。ただし、二大石材産出地の中で粘板

岩系石材が産出する近江地域でも木庖丁が多く出土しており、かつて手鎌木製台（木庖丁・木製穂摘具）

について検討した際には、鉄器化が進んだ地域で木庖丁が多く出土すると推察した（仲原 2010）。

木庖丁は耐久性には劣るものの、素材の入手や軽量感にも利点があり、また、木庖丁製作時には薄く

板状に加工する鉄製工具の使用が有効である。摂津地域においても石庖丁石材が入手しづらい状況が

木庖丁を使用する要因となったと考えられるが、それと同時に鉄器化が進んでいる地域であったこと

が木庖丁の使用を推進する結果となったと想定したい。摂津地域では、弥生時代後期中頃には木庖丁

の盛行とともに石庖丁が消滅し、古墳時代に入ると手鎌（鉄製穂摘具・摘鎌）に置き換わっていくこ

とが想定される。

６．まとめにかえて

　摂津地域における石庖丁の展開をみてきたが、近畿における石材流通システムの一端が明らかに

なってきた。摂津地域では、石庖丁製作に適した粘板岩系石材及び結晶片岩系石材が産出しないこと

から、受容期の段階から常に他地域から石庖丁が搬入されている。しかも、定着期から盛行期にいた

るまで、どちらかの石材が排他的ではなく、恒久的に流通している状況がうかがえる。石材比率をみ

てみると、産出地からの距離の遠近により比率が変遷しており、石材の流通システムが機能していた

といえる。盛行期には塩田石製石庖丁の生産が盛行するが、塩田石製が主体を占めるのは三田盆地に

限られ、他地域からの石材に依存している状況が続く。そういう状況の中で、衰退期には摂津地域で

は木庖丁の採用、鉄製品への移行が進んでいったと想定されるのである。

0 5cm

摂津地域の石庖丁　（仲原）
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図５　古曽部・芝谷遺跡出土石庖丁及び摂津地域出土木庖丁（木製穂摘具）
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表１　石庖丁石材内訳（完成品）
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田市教育委員会）、観音寺山遺跡：辰巳和弘氏（同志社大学）、神足遺跡、雲宮遺跡：岩崎誠氏（（財）長岡京市

埋蔵文化財センター）、雲宮遺跡：堀内明博氏・桐山秀穂氏（古代学協会）、鶏冠井遺跡：國下多美樹氏（向日

市教育委員会）、太田遺跡：松井忠春氏（（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）、唐古・鍵遺跡：藤田三郎

氏（田原本町教育委員会）、鴨都波遺跡：藤田和尊氏・木許守氏（御所市教育委員会）、太田・黒田遺跡：大野

左千夫氏（和歌山市立博物館）、岡村遺跡：植田法彦氏（海南市文化財研究会）、鴨部・川田遺跡：北山健一郎氏（香

川県埋蔵文化財センター）

註
（１）	 石庖丁は、機能的に石製穂摘具と呼称されることも多いが、本稿では一般的に広く浸透している石庖丁

の用語を使用する。木製穂摘具である木庖丁についても石庖丁に合わせて使用する。また、近畿では播

磨地域を除いて出土数が少数しかないサヌカイト製打製石庖丁は対象とせず、磨製石庖丁のみを対象と

する。なお、「庖」が常用漢字外のため、教科書などでは「包」を使用していることが多い。

（２）　石材については仲原2002で整理したように、厳密な岩石名称ではなく産出地を意識したまとまりとして、

近畿の二大石材では三波川変成帯（和歌山県紀ノ川流域～奈良県吉野川流域）に分布する結晶片岩系石

材（結晶片岩、緑色片岩、緑泥片岩、塩基性片岩など）、主に丹波帯（淀川以北）に分布する粘板岩系石

材（粘板岩、頁岩、ホルンフェルスなど）に区分する。この他、近畿では大和地域の流紋岩や河内地域
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の安山岩などの石材が一部利用されているが、これらは二大石材の非産出地域において補完する状況で

地元の石材を利用する共通性があることから白色系石材として区分する。また、三田盆地で産出する塩

田石（凝灰岩質頁岩）についても白色系石材として扱う。

（３）　受容期は、石庖丁の出現頻度が低い時期で、石庖丁を受け入れ始めた段階である。定着期は、各集落に

石庖丁が普遍的にみられるようになる時期で、石庖丁が必需品となる段階である。盛行期は、石庖丁の

生産・消費が活発となる時期で、安定した生産・流通システムが確立した段階である。衰退期は、集落

によっては石庖丁がみられなくなる時期で、石庖丁以外の収穫具（木製や鉄製の穂摘具）に置き換わっ

ていく段階である。

（４）　近畿において、突帯文土器と遠賀川式土器の共伴関係については議論が進められているが、突帯文土器

を使用する集団と遠賀川式土器を使用する集団が同時期に近接して存在していたと指摘されており（秋

山1999）、口酒井遺跡の石庖丁についても、時代的には縄文時代晩期というより、弥生時代前期の所産

の可能性がある。

（５）　石材については塩田石に類似すると報告されている（神戸市教委1995）。

（６）　上田氏は輝石安山岩製とする（上田2005）。

（７）　近畿で出土するサヌカイトは、縄文時代には二上山産（大阪府 ･奈良県境）がほとんどであったが、弥

生時代開始期（本稿の受容期）には金山産（香川県）が大半を占めるようになり、前期新段階（本

稿の定着期）以降に金山産が減少し、中期以降は再び二上山産が主体を占めるようになる（秋山

1999･2023、禰冝田2021）。近畿の弥生時代開始期の金山産サヌカイトの流入状況と同様に、受容期の

石包丁においても瀬戸内地域からの流入を想定したい。

（８）　また、白色系石材の選択は、東北部九州で出土する層灰岩製石庖丁につながる視覚的な選択であったと

想定されている（上田2005）。

（９）　瀬戸内地域の鴨部・川田遺跡では、同時期の流紋岩製の製作途中品が多量に出土しており（信里2021、

香川県埋文研1997）、流入元の候補地となる。

（10）　摂津地域の楠・荒田町遺跡、戎ノ町遺跡、加茂遺跡、桑津遺跡（大阪市）、山城地域の雲宮遺跡（長岡京

市）で砂岩製石庖丁が確認されている。
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